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内容： 

昨年に引き続いて、PHENIX 実験グループの協力を得て表記の第２回研究会を開催した。

２００３年－２００４年にかけて解析されたデータの紹介及び解析途中のデータの紹介が

あった。更に、将来計画として LHC での重イオン物理についての紹介があった。特に、横

運動量の楕円流（ｖ２）について、クオークのコアレッセンス模型による解釈が良いとい

う報告が印象的であった。 

その後、理論家による RHIC 及び SPS のデータについての現象論的な解析が報告され、流

体モデルに基づく諸計算、HBT 効果の総合報告、分子動力学的モデルによる計算、シミュレ

ーションによる粘性の評価、確率過程による粒子分布の解析等が報告され、理論の枠組み

の検証と解析結果についての検討がなされた。 

 その他、センタウロ事象の再解析の報告やクオーク模型と分散公式に基づく共鳴状態の

分類についての講演もあった。 

 

成果： 

研究会で発表に使われたスライドをインターネット上に公開している。 

TUhttp://www2.tokuyama-u.ac.jp/muroya/rcnp04/index.htmlUT 

研究会報告（印刷物）は、｢素粒子論研究｣に投稿され、２００５年の早い時期に掲載され

る予定であり、さらに上記ホームページにも公開する予定である。 

 


